
別記様式(第 3条関係) 

無人航空機利用届出書 
 

那賀町長 殿 
 

  届出日     年  月  日 

 
    下記の通り、貴管内での無人航空機飛行利用の届出をします。 

 

利用場所 那賀町 
 
届出者(責任者)連絡先 

氏名 
 

電話番号 
 

住所 
 

 
利用条件 

利用日時      年   月   日 ～        年   月   日 

利用時間 午前・午後   時   分 ～ 午前・午後   時   分 

利用人数  

 
無人航空機について 

使用する機体名  

機体登録番号 
 

ライセンスの種類  
      
備考 
 

※ご注意 
関係法令により、許可又は承認が必要な飛行については、その写しを添付してください。 
無人航空機を飛行させる際は、航空法をはじめとする関係法令を遵守してください。 
また、他の方のご利用もございますので、周囲への安全に十分配慮してください。 

 



無人航空機を飛行させるための注意事項 

 

・人の上空や人に向けて飛行させない。 

・道路など、落下した場合に交通の妨げとなる場所を飛行させない。 

・能力及び飛行制限を超えた飛行をさせない。 

・プロペラガードを装着する。 

・地上での風速が５m/s 以上の場合は飛行を中止する。 

・降雨、降雪及び霧などによる視界不良時や雷鳴が聞こえるときは飛行させない。 

・登録を受けていない無人航空機は飛行させない。 

・高圧線や発電施設など、電波障害が起こる可能性のある場所の周辺では飛行させない。 

・周辺の電波を確認し飛行させる。 

・無人航空機で撮影した画像や映像をインターネット上等で公開する場合、「ドローンによる撮影

映像等のインターネット上での取り扱いに係るガイドライン」（総務省）に従い、第三者のプラ

イバシーに注意する。 

・病気の時や疲れている時、アルコール又は薬物の影響により正常な飛行ができないおそれがある

間は操縦しない。 

・飛行前には機体に不具合がないか、飛行空域及びその周囲の状況、気象情報、バッテリーの残量

が十分か、リモート ID機能が正常に作動しているかなど、安全な飛行ができる状態であるか確

認をする。 

・周辺に障害物などのない十分な空間を確保して離着陸や飛行をさせる。 

・法令で定められている距離（３０m）以上に余裕を持って飛行させるように心がける。 

・飛行や落下に起因する死傷、物件の損壊、航空機との衝突又は接触などがあった場合は、直ちに

飛行を中止し、必要な措置を講じた上で、国土交通大臣（最寄りの航空局）に報告すること。ま

た、警察・消防への通報も必要に応じて行うこと。 

・紛失した場合、速やかに所轄の警察にその旨を通報しましょう。放置すると産業廃棄物とみなさ

れ、罰せられる可能性があります。 

 


